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OPIE’19 開催概要報告
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統括主催 ： （一社）OPI協議会

OPIE事務局 : 
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ご挨拶と本報告書の内容
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今回はすべての小間を売り切る事ができ、また、すでに次回の出展の申し込みにつきましてもこれまでに無いペースで進んで
います。出展頂いた企業・団体の皆様に感謝いたします。 また、本報告書の発行が遅れまして申し訳ございませんでした。

前回の開催報告書でも述べましたが、昨年、今年の2年間につきましては 、開催テーマに関心の高い来場者に来て頂けるよう
に様々な施策を年ごとに加えてきております。今回その効果につきましては出展社の皆様からは比較的好意的なご評価を頂きま
した。しかしながら、さらに改善が必要とも考えております。
具体的には

今回導入した来場者の動員活動をさらに効率化して、光やその関連ビジネスに関心が強く質の高い方々の来場を促す

展示会の国際化と学会との連携をさらに推し進め、フォトニクス関連に関心の高い来場者を国内・国外より集客する

オンライン展示会（7月オープン予定）は改善すべき点が多数ありますが、その改善を進め出展社の展示効果を高める

出展社と来場者の出会いの場として展示会が活性化するような仕組みを検討する

事を行っていきます。出展社の皆様からのフィードバックもお待ちしております。

報告内容
①開催概要 ②後援、協賛団体一覧 ③併設イベント一覧

④出展社リスト ⑤来場者集客活動 ⑥来場者のプロフィール

⑦併設セミナーと来場者集客への効果 ⑧来場者・出展者アンケートから ⑨今回の展示会のレビュー

⑩今後の活動 ⑪次回開催について ⑫Appendix（OPICの無料参加枠の利用状況）

事務局連絡先 ： event@Optronics.co.jp (TEL:03-3269-3550)

mailto:event@Optronics.co.jp
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OPIE’19開催概要
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レーザーEXPO 主催：（一社）レーザー学会

レンズ設計・製造展 主催：NPO日本フォトニクス協議会

赤外・紫外応用技術展 主催：NPO日本フォトニクス協議会

宇宙・天文光学ＥＸＰＯ 主催：NPO日本フォトニクス協議会

後援：宇宙航空研究開発機構(JAXA）/国立天文台（NAOJ）

産業用カメラ 主催： NPO日本フォトニクス協議会

&アドバンスドイメージングEXPO OPTRONICSメディア

ポジショニングＥＸＰＯ 主催:月刊OPTRONICS

協力：超精密位置決め専門委員会（精密工学会）

会期：2019年4月24日(水)～26日（金)

OPIE統括主催 ： （一社）OPI協議会

全体事務局 ： (株)オプトロニクス社
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後援団体、協賛団体
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後援

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO)

日本貿易振興機構（ｼﾞｪﾄﾛ）

在日ドイツ商工会議所

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｐａｒｔｎｅｒ

SPIE ／ PHOTONICS MEDＩA

協賛
（公社）応用物理学会／（公社）精密工学会／（公社）日本分光学会／（一社）日本光学会／（一

社）日本ロボット学会／（一社）映像情報メディア学会／（一社）電子情報通信学会／（一社）日本赤外線
学会／（一社）日本光学硝子工業会／（一社）日本オプトメカトロニクス協会／（一財）光産業技術振興
協会／レーザー輸入振興協会／（公財）レーザー技術総合研究所／NPO法人光ファイバセンシング振興
協会／日本光学測定機工業会／日本精密測定機器工業会／光学薄膜研究会／（一社）光融合技術協会
／微小光学研究会（応物分科会）／大阪大学レーザー科学研究所／（公社）日本技術士会／（地独）神
奈川県立産業技術総合研究所／㈱ケイエスピー／OSA／PIDA
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併設セミナー・併催イベント等
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【産学交流大懇親会】

出展社と光・レーザー関連学会会員、ＯＰＩＣ参加者、光関連技術者など関係者との交流懇親会

併設特別セミナー・講演会：
レーザー特別セミナー
レンズ特別セミナー
赤外･紫外特別セミナー
ポジショニング特別セミナー
産業用カメラ特別セミナー
宇宙・天文光学EXPO特別講演会

併催イベント：
SPIE基調講演
CIOEセミナー「中国市場の最新状況と効果的な参入方法」
OITDA（光産業技術振興協会）2019年度 光技術動向・光産業動向セミナー
レーザー輸入振興協会(JIAL)アドバンストテクノロジーセミナー「2019年欧米レーザーメーカー注目の新製品と用途」

レーザー学会 第11回産業賞授与式

出展社技術セミナー
通信オープンセミナー「Beyond 5Gに向けた光通信技術」
天田財団 第3回 レーザプロセッシング 助成研究成果発表会
『面発光レーザーが輝く』 出版記念講演会
「レーザーによる計量標準・計測技術の最前線」
Berlin Workshop in Cooperation with Brandenburg Economic Development Agency(WFBB)
Fraunhofer Photonic Research Cooperation Workshop
「理化学研究所・光量子工学研究センターの研究者が語る光科学研究の現状と将来」
「NICT（情報通信研究機構）の研究者が語る宇宙通信」
『加工用高出力青色・緑色レーザーの現状と今後』

同時開催：OPIC2019（ポスターセッションは展示ホール内で実施）
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出展社リスト
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ご出展有難うございました
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出展社リスト
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ご出展有難うございました

【出展社数】 ４０５ 社・団体
【小間数】 ５４０ 小間
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来場者の集客活動(1/2)
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【専門技術雑誌、WEBサイトによる来場者動員】
月刊OPTRONICS、MEDICAL PHOTONICS誌をはじめ、関連学会誌、WEB
ジャーナルやOPTO.TV等のWEBサイトにて開催告知を行いました。
また、海外へは月刊OPTRONICSの提携誌PHOTONICS SPECTRA等、海外の
専門雑誌、関連展示会にてPRしました。

【WEBサイト】
Science Portal http://scienceportal.jp/
JETRO（日本貿易振興機構） http://www.jetro.go.jp/matching/j-messe/
展示会とMICE http://www.eventbiz.net/
その他主要WEBサイト

【DM（招待状）】
・月刊OPTRONICS、MEDICAL PHOTONICS誌 他の読者、オプトロニクス社発行書
籍購入者、オプトロニクス社主催展示会、セミナー参加者など 約80,000通
・出展各社からの案内DM 約70,000通
・インターオプト、光とレーザーの科学技術フェア、レーザーソリューション、赤外線
アレイセンサフォーラム、nano tech展、JASIS（分析展／科学機器展）、サイエンス
エキスポ、画像機器展など弊社ブース来場者に 約35,000通

合計 約185,000通

【E-mail】
・月刊OPTRONICS、MEDICAL PHOTONICS誌 他の読者、オプトロニクス社発行書
籍購入者、オプトロニクス社主催展示会、セミナー参加者など 約45,000通
・光産業E-mailニュース登録者に 約12,000通
・インターオプト、光とレーザーの科学技術フェア、レーザーソリューション、赤外線
アレイセンサフォーラム、nano tech展、JASIS（分析展／科学機器展）、サイエンス
エキスポ、画像機器展など弊社ブース来場者に 約20,000通
協賛団体、メディアスポンサー等から115,000通

合計 約192,000通
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来場者の集客活動(2/2)
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メディアパートナーを見直し、光学関連技術者に影響を与えるメディアとの協業を進めています
また、直近1年間の展示会来場者、セミナー受講者へのHTMLメール配信によりリピータ―を増やしました

協業メディア

各媒体での告知とメール配信の合計＝ 約68,000件

協業専門新聞社
日刊工業新聞、日経産業新聞、日本工業新聞社

Optical News Letter（HTMLメール）

業界ニュースを1週間に5本づつピックアップして
HTMLメールで視覚的に見やすくお届けするNews
Letterです。 OPIE開催前には、各種イベントの情報と
合わせて紹介しました。
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来場者と出展社数の推移
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China       27
Taiwan       6
Korea         1
Singapore  1

Germany  19
Spain           2
UK                1
France         1
Belgium       1
Czech           1
Lithuania     1

335
351

40515,132 15,214

16,709
16,103

372
USA        9
Canada  2

今年はすべてのスペースを売り切る事ができました。今後はキャパシティーを増やす事も課題です。

昨年のベルリンパビ
リオンに続き、今年は
SPIE・パビリオンの出
展もあり、海外比率
が上がってきていま
す
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OPIE’19 来場者所属団体 トップ40
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来場登録者数(複数日来場含まず）
4 /24(水)  5,726名
4 /25(木)  5,427名
4 /26(金)  5,556名

合計 16,709名(16,103名）
（ ）内は2018年実績

• 例年通り光関連機器・部品を扱う大手企業から多数の来場者がありました。

• トップ40には入っておりませんが、トヨタ、日産、ホンダなどの車メーカーやTier1からの来場者も目
立ちました。

• 購入検討、課題解決といった明確な目的を持った来場者が多い（アンケート結果より）です。
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来場者のプロフィール
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電気機器、機械・精密機器に関与している来場者

が多いですが、大学からの研究者を含み、モノづく

りに関与されている方が大半です。

研究開発、設計、生産の立場の方の合計が57%

に達しています。モノづくりの様々な役割の方が来

場されました。

来場者のプロフィールについては例年通りメーカーや研究機関からものづくりに関与している方が多数を占めます
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併設のイベントと来場者動員への効果
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国際会議（OPIC）
Optics & Photonics International Conference

出展社によるセミナー
（アネックスセミナールーム）

日本レーザ輸入振興協会（JIAL)
所属の商社による技術セミナー
（会場内特設スペース）

セミナー・併設イベントの効果
出展社アンケートでも、ブースの集客、関心の高い来場者の動員等に対して、

併設イベントが何らかの効果が有ったという回答は55%に及んでいます。

次回以降も魅力的なイベントの企画を致します。

出展社アンケートより
（訪問者数に対する併設イベントの効果について）
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来場者アンケートから(1/3) / 来場を促した情報源
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来場者動員活動の手段を広げていきます
来場のきっかけとしては弊社からのご案内が60%を占めますが、出展

社からの情報も1/3に達しております。来年度以降も出展社の皆様のご

協力をお願い致します。メディアパートナーとの協業を含め、今後も動員

活動の手段を広げて参ります。

Webサイトの効果が大
昨年同様Webサイトの効果が大きい事を改めて認識した結果でした。弊

社Webサイトの認知度を上げ、独自のネットワークを活用したメール配信、

ダイレクトメールの配信により、フォトニクスに関心の高い来場者を次回以

降も動員いたします。

（回答数：538名）
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来場者アンケートから(2/3) ／ 来場目的と満足度
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具体的な課題を持った質の高い来場者
来場者の80%近くが新製品と技術情報の収集が目的で、約3割弱は購

入検討や課題解決の探索に来場しています。

出展社側からのアンケートでも見学者の質が高いと評価されており

ます。

高い満足度
全体の73%が 「満足した」 以上となり昨年よりも4%向上しております。

さらに満足度を高める様に、アンケート結果を元にOPIE’20につなげます。

（回答数：538名）
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来場者アンケートから(3/3)／来場履歴と滞在時間
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初参加の割合42% (リピーターの割合が増加しました）
昨年参加した方が引き続き本年も参加したケースが8%増加しております。

また、初参加の割合は9%減少しております。

前述のとおり、25%程度は“具体的な”購入検討や課題解決の探索に来場

しています。

長い滞在時間（滞在時間が増え、複数日来場者は倍増）
4時間以上は昨年比6%増加しております。

別のアンケートからは、2日以上にわたり来場された方は22%いらっしゃい

ました。こちらも昨年より2倍弱増加しています。結果的に複数日来場された

方は3,700名程度と推定できます。

（回答数：538名）
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他の展示会との比較
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テーマの明確な展示会
フォトニクス関連の専門展示会として、他の展示会とは違い、テーマを明確にし

た展示会として差異を認められて来ております。

出展社からも「興味持った来場者が多い」との評価が半数を超えています。また、

「見学者の質」に関しては94%の出展社からポジティブな評価を頂いておりま

す（出展社アンケートより）。

出展社アンケート結果 来場者アンケート結果
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出展社アンケートから
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出展社側から見た来場者の質が高い
商談・目的解決の課題を持った来場者が多いので、シー

ズとニーズのマッチングの場として機能しています。

来場者の質 商談状況（回答数：538名）

97%の出展社で実際の受注活動につながっています。
『受注につながった』割合が微増し、『受注につながりそうだ』が減少しており

ましたが、『今後のフォロー次第』までを含めた値に変化なく、商談の機会の高

さは維持しております。
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今回の展示会のレビュー

19

来場者の集客活動

• メディアパートナーを見直し、オプトロニクス社以外のネットワークも活用し新しい来場者の集客にも力をいれ

ました。同時にリピーター来場者の集客のため、新たに『Optronics News Letter』を発行し直近の来場者

への広報に役立てました。

• 集客に関して効果が最もあったのは弊社からの案内でしたが、次に効果が有ったのは出展社からのご案内で

した。今後とも出展社の皆様のご協力をお願い致します。

• 継続的に新しい来場者を動員するためにもメディアパートナーシップは維持・拡大を検討していきます。

OPIEの国際化

• 国際会議（OPIC, Optics & Photonics International Conference）との連携がOPIEの特長です。

OPIC参加者の多くがOPIEに参加していました。

• 今年はSPIEからパビリオンでの出展があり、昨年より続いているベルリンパビリオン、フラウンホーファー研

究所ワークショップの拡大、中国からのグループ出展等、国際化が進んでいます。

出展社へ魅力あるサービスの提供 「バーチャル展示会」

• まだまだ、インターフェース、デザイン、機能に改善点は多数ありますが、本年度はストリートビュー機能を追加

してバーチャル感を醸し出す方向に進んでいます。リアルな展示会の終了後でも出展効果が継続する様に致

します。

• リアルな展示会でも出展社と来場者のシーズとニーズのマッチングに貢献できる展示会を目指しております。
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新しい来場者の掘り起こし

• 新規、リピーターを問わず、継続的に来場者を増やす事が課題の一つと認識しております。

• メディアパートナーシップの見直し・拡大、弊社のネットワークのより効果的な活用により、夏に開催する『光・

レーザー関西』、今秋の「レーザと科学技術フェア」、来年のOPIE’20ではさらに多くの魅力ある来場者の

集客ができる仕組みを作ります。

OPIEの国際化

• 先端的な技術・製品を提供する出展社、高いコストパフォーマンスを提供する出展社など、来場者にとって魅

力的な海外出展社の誘致を行います。

• 国際会議（OPIC）の出席者が展示会場に来場しやすい様に、ポスターセッションの運営をOPIC側と協議を

進めると共に、会場内の海外出展社によるセミナーの拡大にも努めます。

出展社へ魅力あるサービスの提供 「バーチャル展示会」

• 今回のストリートビュー機能を改善し、ツアー機能、検索機能等を付加し、利用しやすいWebサイトを目指し

ます。まだまだ実験段階で改訂・改良作業を急いでおりますが、オンライン展示会サイトによりリアルな展示

会後も出展効果が継続できる様に検討中です。

• 来場者と出展社のマッチングに事務局がもっと関われるような施策を検討致します。詳細はWebなどを通じ

てご案内致します。

今後の活動

20
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次回開催
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ご出展をお待ちしております

小間の売り切れが予想されます。お早目のお申し込みをお願い致します



/24

Appendix
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OPICの無料参加枠利用状況
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アンケート回答数：107社
申し込み状況 登録したが参加しなかった理由

およそ2割の出展社が申し込みされましたが、半数が当日キャンセルとなりました
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OPICの無料参加枠を利用しなかった理由
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